
佐賀県教育センター                  平成 24 年 2月 1日 

 

新学習指導要領で評価が変わる! 

 

新学習指導要領における学習評価の進め方 

（中学校 特別活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度から，中学校では新学習指導要領が全面実施となります。新学習指導要

領の趣旨を反映した学習評価の考え方については，平成 23 年 7 月に「評価規準の作

成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」が，国立教育政策研究所教育課程研

究センターから示されているところです。この「学習評価の進め方」は，新学習指

導要領に基づく学習評価を円滑に進めていくための手引きとして，佐賀県教育セン

ターが作成したものです。各学校における新学習指導要領に基づいた指導と評価を

推進していくためにお役立てください。 

 

（主な内容） 

１ 新学習指導要領の趣旨を反映した学習評価の考え方とその具体 

２ 中学校特別活動における目標，評価の観点とその趣旨について 

３ 中学校特別活動における学習評価の進め方 

４ 中学校特別活動における学習評価事例 

５ 中学校特別活動における学習評価の進め方Ｑ＆Ａ 



 特活－１ 

◆ 新学習指導要領の趣旨を反映した学習評価の基本的な考え方 

新学習指導要領の下での学習評価については，児童生徒の「生きる力」の育成をめざし，児童生徒の一人

一人の資質や能力をより確かに育むようにするため，目標に照らしてその実現状況をみる評価（目標に準拠

した評価）を着実に実施し，児童生徒一人一人の進歩の状況や教科の目標の実現状況を的確に把握し，学習

指導の改善に生かすことが重要です。併せて，学習指導要領に示す内容が確実に身に付いたかどうかの評価

を行うことが求められています。 

 

◆ 各学校における学習評価の進め方と留意点 

各学校においては，評価規準を適切に設定するとともに，評価方法の工夫改善を進めること，評価結果に

ついて教師同士で検討すること，実践事例を着実に継承していくこと，授業研究等を通じ教師一人一人の力

量の向上を図ること等に，校長のリーダーシップの下で，学校として組織的・計画的に取り組むことが必要

です。また，年間指導計画を検討する際には，それぞれの単元（題材）において，観点別学習状況の評価に

係る最適の時期や方法を観点ごとに整理することが重要です。このことが，評価すべき点を見落としていな

いかの確認や，必要以上に評価機会を設けることによる無駄を省き，効果的・効率的な学習評価を行うこと

につながります。 

 

◆ 新学習指導要領における学習評価の観点について 

 (1) 新学習指導要領における特別活動の評価の観点  

特別活動における評価の観点は，学習指導要領の目標及び特別活動の特質等に沿って，各学校で定め

ることとされています。その参考として，初等中等教育局長通知（Ｈ22.5.11）に３つの観点が例示され

ました。その３つの観点は，学校教育法における学力の３要素を反映させたものとなっています。 

学力の３要素 特別活動の評価の観点(例示) 

○ 基礎的・基本的な知識・技能の習得 ○ 集団活動や生活についての知識・理解 

○ 知識・技能を活用して課題を解決する 

ために必要な思考力・判断力・表現力等 

○ 集団や社会の一員としての思考・判断・実践 

○ 学習意欲 ○ 集団活動や生活への関心・意欲・態度 

 

 (2)  例示された評価の観点の考え方 

参考のために例示された３つの評価の観点は，特別活動の特質を踏まえ，次のような考え方に立って

設定してあります。 

「集団活動や生活への関心・意欲・態度」  

学級や学校の集団や自己の生活に関心をもち，望ましい人間関係を築きながら，積極的に集団活動

や自己の生き方の充実と向上に取り組もうとしているかを見取ります。 

「集団や社会の一員としての思考・判断・実践」 

集団や社会の一員としての役割を自覚し，望ましい人間関係を築きながら，集団活動や自己の生活

の充実と向上について考え，判断し，自己を生かして実践している状況を評価するものです。これま

での経験や知識等を活用して，集団や社会の一員として適切に考え，判断し，実践しているかを見取

ります。 

「集団活動や生活についての知識・理解」 

集団活動の意義，よりよい生活を築くために集団として意見をまとめる話合い活動の仕方，自己の

健全な生活の在り方などについて必要なことを理解しているかを見取ります。 



 特活－２ 

中学校 特別活動における目標，評価の観点及びその趣旨 

１ 目標 

望ましい集団活動を通して，心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り，集団や社会の一員とし

てよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的，実践的な態度を育てるとともに，人間としての生

き方についての自覚を深め，自己を生かす能力を養う。 

  →特別活動が，よりよい生活や人間関係を築こうとする自主的，実践的な態度を育てる教育活動で

あることをより一層明確にするため，目標に「人間関係」が加えられました。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

学級や学校の集団や自己の生活に関心

をもち，望ましい人間関係を築きなが

ら，積極的に集団活動や自己の生活の

充実と向上に取り組もうとする。 

集団や社会の一員としての役割を自覚し，

望ましい人間関係を築きながら，集団活動

や自己の生活の充実と向上について考え，

判断し，自己を生かして実践している。 

集団活動の意義，よりよい生活を築く

ために集団として意見をまとめる話

合い活動の仕方，自己の健全な生活の

在り方などについて理解している。 

※ 小・中学校の指導の一貫性に配慮して，観点及びその趣旨が例示されています。 

 

評価の観点がこれまでと変わったところは？ 

 

○ 小・中学校の指導の一貫性に配慮して，観点及びその趣旨が例示されました。 

○ これまでの４観点から，３観点の例が示されました。 

○ 例示を基に，各学校で具体的に観点を設定しなければなりません。 

 

各学校で評価の観点を定める際にはどんなところに気を付けるの？ 

 

○ 特別活動全体に係る観点と趣旨を明確に示します。 

○ 例示された「集団活動や生活への関心・意欲・態度」「集団や社会の一員としての思考・判断・実践」

「集団活動や生活についての知識・理解」を参考に，３つ程度の観点を作成します。 

○ 各学校で，例示された評価の観点を参考にして，より具体的な観点を設定することも考えられます。

各学校の生徒の実態や身に付けさせたい力を吟味して設定します。 

 

【例示された評価の観点を参考にして，学校としての観点を設定した例】 

観 

点 

集団や自他の生活の充実への 

関心・意欲・態度 

自己を生かして共同して 

生活をつくる力 

話合い活動や生活についての 

知識・理解・技能 

趣 

 

旨 

学級や学校の集団，自分や他者の

生活に関心をもち，積極的に集団

や自他の生活の充実と向上に取

り組もうとする。 

集団や社会の他者と関わり，望

ましい人間関係を築きながら，

自己のよさを生かし，集団や社

会と共同してよりよい生活を築

こうとする。 

よりよい生活を築くために集団

として意見をまとめる話合い活

動の役割・進め方，自己の健全な

生活の在り方などについて理解

し，身に付けている。 

学

校

と

し

て

変

更

し

た

点 

<<<<観点の一部を具体化観点の一部を具体化観点の一部を具体化観点の一部を具体化>>>>    

「生活」を「自他の生活の充実」

と具体的に示した。 

<<<<観点の観点の観点の観点の要素要素要素要素をををを削除削除削除削除>>>>    

関心・意欲に絞って評価を行うこ

ととした。 

<<<<観点の変更観点の変更観点の変更観点の変更>>>>    

特別活動の目標から「自己を生

かすこと」に焦点化した。 

    

<<<<観点の一部を具体化観点の一部を具体化観点の一部を具体化観点の一部を具体化>>>>    

「話合い活動の役割・進め方」と

具体的に示した。 

<<<<観点の要素を追加観点の要素を追加観点の要素を追加観点の要素を追加>>>>    

知識・理解だけでなく，技能を身

に付けることも求めた。 

  



 特活－３ 

３ 内容のまとまりごとの評価に盛り込むべき事項 

各学校において定めた評価の観点に沿って学級活動(1),(2),(3)，生徒会活動の各活動と学校行事の評価

規準を作成します。ここでは，国立教育政策研究所において示されている【評価規準に盛り込むべき事項】

の中から「学級活動」と「生徒会活動」について示します。 

 

【学級活動（１）「学級や学校の生活づくり」の評価規準に盛り込むべき事項】 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

学級や学校の生活の充実と向上

に関わる問題に関心をもち，他

の生徒と協力して，自主的，自

律的に集団活動に取り組もうと

している。 

 

学級や学校の一員としての自己の

役割と責任を自覚し，他の生徒の意

見を尊重しながら，集団におけるよ

りよい生活づくりなどについて考

え，判断し，信頼し支え合って実践

している。 

充実した集団生活を築くことの

意義や，学級や学校の生活づく

りへの参画の仕方，学級集団と

なして意見をまとめる話合い活

動の仕方などについて理解して

いる。 

 

【学級活動（２）「適応と成長及び健康安全」の評価規準に盛り込むべき事項】 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

自己の生活の充実と向上に関わ

る問題に関心をもち，自主的，

自律的に日常の生活を送ろうと

している。 

日常の生活における自己の課題を

見出し，自己を生かしながら，より

よい解決方法などについて考え，判

断し，実践している。 

集団や社会への適応及び健康で

安全な生活を送ることの大切さ

や実践の仕方，自他の成長など

について理解している。 

 

【学級活動（３）「学業と進路」の評価規準に盛り込むべき事項】 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

人間としての生き方や学ぶこ

と，働くことなどに関心をもち，

自己のよさを伸ばしながら，自

主的，自律的に日常の生活や学

習に取り組もうとしている。 

自己の将来に希望を抱き，その実現

に向け，現在の生活や学習を振り返

り，これからの自己の生き方などに

ついて考え，判断し，実践している。 

 

学ぶことと働くことの意義や，

自己の能力や適性，進路選択に

必要な情報収集や将来設計の仕

方などについて理解している。 

 

 

【生徒会活動の評価規準に盛り込むべき事項】 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

学校生活の充実と向上に関わる

諸問題に関心をもち，他の生徒

と協力して，自主的，自律的に

生徒会の活動に取り組もうとし

ている。 

生徒会の一員としての自覚と役割

意識をもち，全校的な視野に立って

諸問題を解決する方法などについ

て考え，判断し，協同して実践して

いる。 

生徒会活動の意義や組織，諸活

動への参画の仕方などについて

理解している。 

 

 



 特活－４ 

中学校特別活動における学習評価の進め方 

 

どんなところに気を付けて評価をするの？ 

 

 (1) 評価は，学級活動，生徒会活動，学校行事のそれぞれの内容において行います。  

 (2) 特別活動においては，生徒に自信をもたせたり意欲を高めたりするために，生徒一人一人のよさや可

能性などを積極的に評価することが極めて重要です。したがって「十分満足できる状況」は教科におけ

る評価と違って幅が広く，「十分満足できる」「十分満足できていない」の２段階で評価をします。 

 (3) 活動の結果だけでなく，活動の過程における生徒の努力や意欲などを積極的に認めます。生徒のよい

点や進歩の状況を明確にするとともに，指導の改善に生かすことが大切です。 

 (4) 学級活動では，１単位時間に，設定した観点のすべてについて評価をする必要はありません。事前や

事後の活動や指導を含めて評価するようにします。 

 (5) 特別活動は，学級活動のように主として学級担任が指導する内容もありますが，生徒会活動や学校行

事のように学級担任ではない教師が指導に当たる場合があります。直接生徒に関わった教師が評価をす

ることで多面的な評価が可能となります。そこで，次のア～エのことに配慮し，多くの教師による評価

の結果を反映させるなど，学校としての指導体制を確立することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 (6) 指導要録や家庭への通知表には，評価の観点に照らして，十分に満足できる活動の状況にある場合に

⊄を付けます。 
 
各観点の評価方法は？ 

 
【集団活動や生活への関心・意欲・態度】は，どうやって評価するの？ 

学級や学校の集団や自己の生活に関心をもち，望ましい人間関係を築きながら，積極的に集団活動や自

己の生き方の充実と向上に取り組もうとする状況を評価するものです。集団そのものに十分関心があるか，

自己の生活に十分関心があるかの両面について評価をする必要があります。 

活動のねらいを踏まえて，活動内容に対しての関心・意欲・態度を評価します。具体的な生徒の姿を決

めて教師の観察によって見取る方法や，質問紙を利用して学級全体の傾向を評価する方法等があります。 
 

発言の内容，学級会ノートの記述，ふり返りカードの記述，チェックカード等で見取ることができます。 

 

【集団や社会の一員としての思考・判断・実践】は，どうやって評価するの？ 

集団や社会の一員として役割や責任を果たすことや，自己を生かすことを考え，判断し，実践する生徒

の姿を評価するものです。特別活動では，この「考える」「判断する」「言動に表す」が一体的に行われる

場合が多く見られます。 
 

行動の観察，発言の内容，学級会ノートの記述，ふり返りカードの記述，チェックカード等で見取る 

ことができます。 

 

ア 個々の生徒の活動状況について，担当する教師との間で情報交換を密にすること。 

イ 評価に必要な資料を収集する方法を工夫するとともに，それらが学級担任の手元に収集され，

活用されるようにすること。 

ウ 必要に応じて評価した結果を全教師が共有し，指導に生かせるようにすること。 

エ 年間を通してより多くの教師の目で「個人の変容」や「集団の変容」について評価すること。 



 特活－５ 

 

【集団活動や生活についての知識・理解】は，どうやって評価するの？ 

各活動・学校行事において，集団活動の意義や話合い活動の仕方，自己の健全な生活の在り方等を理解

しているかということを評価するものです。学級活動では，話合いの仕方や健全な生活に関する知識につ

いて，学期末に質問紙などによって評価するなど，比較的，長期的なスパンで見取ることも考えられます。 
 

行動の観察，チェックカード等で見取ることができます。 

 

 

中学校特別活動における学習評価事例 １ 

 

■ 学級活動(1)「学級や学校の生活づくり」の事例 

 

１学期が終わる頃には，緊張感をもって学校生活を送っていた１年生の学級でも約束事が守られな

くなることがあります。この事例では，帰りの会に実施した生活アンケートの結果から，学級のよい

ところとして，みんなが明るく元気，宿題忘れが減ってきたなどが挙げられた一方で，時間内に給食

を食べ終えることができずに，給食係が困っていることが課題として，多くの意見がよせられました。

そこで，チャイムと同時に給食を食べ終えるようにするにはどうすればよいか，学級会活動委員会を

中心に話合い活動を行った実践について紹介します。 

 

１ 題材 学級の集団生活を見直そう 

２ 題材について(略)      

３ 学級活動(1)の評価規準 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

学級や学校の生活の充実と向上

に関わる問題に関心をもち，他

の生徒と協力して，自主的，自

律的に集団活動に取り組もうと

している。 

 

学級や学校の一員としての自己の

役割と責任を自覚し，他の生徒の意

見を尊重しながら，集団におけるよ

りよい生活づくりなどについて考

え，判断し，信頼し支え合って実践

している。 

充実した集団生活を築くことの

意義や，学級や学校の生活づく

りへの参画の仕方，学級集団と

して意見をまとめる話合い活動

の仕方などについて理解してい

る。 

 

４ 指導の過程 

 (１) 事前の指導と生徒の活動 

日時 活動の内容 指導上の留意点 

目指す生徒の姿と 

評価方法 

7 月○日（○） ・学級生活の実態を把握

するためのアンケート

調査を行う。 

・正確な調査を実施できる

よう，必要に応じて補足

説明を行う。 

【関心・意欲・態度】 

・学級生活の実態に対して改善の必要

性を感じている。〔アンケート〕 

7 月○日（○） ◇学級活動委員会 

・アンケートの集計結果

を基に課題を分析し，

議題を決定する。 

 

・生徒と共に本時の流れな

どを検討し，活動の見通

しをもたせる。 

【関心・意欲・態度】 

・話合い活動が深まるよう自分から準 

備を進めようとしている。〔観察〕 
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・提案理由を検討すると

ともに，話合いの柱を

設定し，本時の活動計

画を作成する。 

7 月○日（○） ・議題に対する自分の意

見を，学級会ノートに

記入する。 

 

・自分や学級の実態，解決

策について考えさせ，学

級会ノートに記入させ

る。 

【関心・意欲・態度】 

・議題に関心をもち，自分の意見をま

とめようとしている。〔学級会ノー

ト〕→資料①の※１を参照 

 

（２）本時の指導と生徒の活動 

① 本時の活動テーマ「給食チャイムと同時に給食を食べ終え，合掌ができるようにしよう！」 

② 生徒の活動計画（略） 

③ 本時のねらい 

自分たちの学級の給食時間の課題解決に向け，互いの考えを生かし合いながら話合い活動を深める

ことを通して，学級の集団生活の向上に向けて活動意欲を高める。 

 

④ 教師の指導計画 本時の展開 

 

活動の内容 指導上の留意点 

目指す生徒の姿と 

評価方法 

活

動

の

開

始

５

分 

１ 開会の言葉 

２ 学級活動委員の紹介 

３ 議題の確認 

  「給食チャイムと同時に給食

を食べ終え，合掌ができるよ

うにしよう！」 

４ 提案理由の説明 

 

 

・学級活動委員会での検討の経緯

を説明するよう助言する。 

 

 

・提案理由に関する補足をしなが

ら，学級全体で解決すべき課題

であることを確認する。 

 

活

動

の

展

開

40

分 

５ 話合い 

 (1) 自分たちの学級の給食時間

の課題は何だろう。 

 (2) チャイムと同時に合掌がで

きるようにするために，どう

すればよいのだろう。 

６ 話合いのまとめと決定事項の

確認 

 

・事前に給食の時間における学級

の課題をまとめさせておく。 

・学級の実態を踏まえて，具体的

な意見を考えるよう助言する。 

【思考・判断・実践】 

・学級の実態を自分の言葉で表現

しながら，よりよい給食の時間

にするための具体策を考え，理

由を示して意見を述べている。 

〔観察〕〔学級会ノート〕 

→資料①の※２を参照 

学級活動(1)では，生徒によって設定された議題を記入します。 

「給食チャイムと同時に給食を食べ終え，合掌ができるようにしよう！」 

評価規準を基に，学級の実

態に応じて「十分満足でき

る活動の状況」を的確に見

取るため，具体的な生徒の

姿をいくつか想定しておく

ようにします。 
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活

動

の

ま

と

め

５

分 

７ 話合いの振り返り 

８ 感想発表 

 

 

９ 先生の話 

10 閉会のことば 

・本時の話合い活動を通して気付

いたことや考えたことなどを，

学級会ノートに記入するよう助

言する。 

・話合いの流れを方向付けた発言

や学級活動委員の活動などを

称賛するとともに，実践に向け

ての意欲を高める。 

 

 

(３) 事後の指導と生徒の活動 

日時 活動の内容 指導上の留意点 

目指す生徒の姿と 

評価方法 

7 月○日（○） 

～○日（○） 

・話合い活動における決

定事項に基づいて活

動する。 

・話合い活動での決定事項を実

践しているかどうかを見届

け，必要に応じて助言する。 

【思考・判断・実践】 

・集団生活の向上に向け，互いに

信頼し支え合って決定事項を実

践している。〔観察〕 

7 月○日（○） 

 

・一連の活動を通して気

付いたことや学んだ

ことを振り返りカー

ドにまとめるととも

に，今後の学校生活の

在り方を考える。 

・生徒のがんばりについて，具

体例を示して称賛する。 

・成果と課題を具体的に記入す

るよう助言する。 

【知識・理解】 

・集団生活の向上に向けて学級で

取り組むことの意義について理

解している。〔振り返りカード〕 

 

学級活動(1)の評価方法は？ 

 

 (1) 事前活動における評価方法の例  

事前活動として行ったアンケート調査の回答内容や，「学級会ノート」<資料①>に記載された議題に対

する生徒の考えや意見(※１)を，教師の評価の参考にすることが考えられます。また，学級活動委員会

の生徒については，学級活動委員会での話合いの様子や活動状況等を観察し，よい点を見つけ積極的に

評価するとともに，本時の教師の話の中や朝の会，帰りの会などで取り上げ，称賛することにより生徒

の活動意欲をさらに高めるよう配慮することが大切です。 

 

 (2) 本時や事後の活動における評価方法の例 

本時の活動の評価では，よりよい方法等について友人の意見も尊重しながら考え，判断し，理由を示

して意見を発表しているかなどを観察で評価することが考えられます。また，学級会ノートに話合い活

動を振り返らせたり(※２)，実践に向けての決意などをまとめさせたり(※３)して評価することが考え

られます。 

事後の活動の評価では，本時の話合いで決定したことについて，互いに信頼し合いながら自分の役割

に責任をもち，実践しているかといった点から観察により評価することが考えられます。また，活動の

意義についての理解の状況(※４)については，「振り返りカード」<資料②>の記載内容から評価すること

が考えられます。 
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<資料① 学級会ノート> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<資料② 振り返りカード> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４ 

「これからも給食の時間を守れる

ように協力していきたい」といった

記述から，集団活動の意義を体験 

を通して理解した様子がうかがえ

ます。【知識・理解】の観点に関す

る評価の参考にすることが考えら

れます。 

柱１の自分や学級の実態，柱２の解

決策について考え，理由と併せて示

すことができており，【関心・意欲・

態度】の評価の観点に関して「十分

満足できる活動の状況」であると考

えられます。 

※１ 

生徒の自己評価を，教師の評価の参

考にすることが考えられます。ま

た，生徒の自己評価の力を高めるた

めに，話合い活動を継続し，学期末

等にそれまでに記入した学級会ノ

ートを振り返る場を設けるとよい

でしょう。 

※２ 

学級で決まったことを踏まえ，自己

の役割を自覚し，これからすべきこ

とについて適切な判断をしている

様子がうかがえます。【思考・判断・

実践】の評価の参考にすることが考

えられます。 

※３ 
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 中学校特別活動における学習評価事例 ２ 

■ 学級活動(2)「適応と成長及び健康安全」の事例 

この事例では，生徒が自分に合った適切な実践課題について考え，自己決定し，その決定に従って適切

に判断し，真剣に実践することができるようにすることを重視して授業を展開し，【集団や社会の一員とし

ての思考・判断・実践】に重点化して評価した実践を紹介します。 

 

１ 題材 みんなが気持ちよく生活できることの大切さを考えよう。 

２ 題材について（略）    

３ 学級活動(2)の評価規準 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

自己の生活の充実と向上に関わ

る問題に関心をもち，自主的，

自律的に日常の生活を送ろうと

している。 

日常の生活における自己の課題を

見出し，自己を生かしながら，より

よい解決方法などについて考え，判

断し，実践している。 

集団や社会への適応及び健康で

安全な生活を送ることの大切さ

や実践の仕方，自他の成長など

について理解している。 

 

４ 本題材のねらい 

  みんなが気持ちよく生活できることの大切さを考え，友だちのよさに目を向けようという意欲をもち，

実践しようとする。 

 

５ 指導の過程 

（１）事前の指導と生徒の活動 

日時 活動の内容 指導上の留意点 

目指す生徒の姿と 

評価方法 

９月○日（○） ・コミュニケーションに関す

るアンケートを行う。 

・自分や友人，教師とのやりとりの実

態について振り返りながら，アンケ

ートに回答させる。 

 

 

 

 

【思考・判断・実践】 

・友人のよさを見つけ，

よさ発見カードに進

んで記入しようとす

る。〔観察〕〔よさ発見

カード〕 

９月○日（○） 

～○日(○) 

・学級の友人のよさを見つけ，

発見カードに記入する。 

・よさ発見カードの使い方を説明し，

友人のよさに目を向けさせる。 

・帰りの会等でよい気付きを積極的に

取り上げ，活動への意欲を高める。 

 

（２）本時の指導と生徒の活動 

① 本時の活動のテーマ 

「互いによさに気付き，どうすれば，みんなが気持ちよく生活できるかを考えよう」 

② 本時のねらい 

友人のよさを見つける活動を振り返りながら，自他の個性に気付くことの大切さを理解させるとと

もに，学級の一員として自他の個性を尊重して行動しようとする態度を育てる。 
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③ 本時の展開 

 活動の内容 指導上の留意点 資料等 

目指す生徒の姿と 

評価方法 

活

動

の

開

始

５

分

 

１ コミュニケーションに関す

るアンケートについての結果

を聞く。 

 

・アンケート結果について自分

と比べながら聞くように促

す。 

学級活動

ノート 

 

 

 

 

【思考・判断・実践】 

・みんなが気持ちよく生

活できることの大切さ

を考え，友達の考えを

参考にしながら具体的

なめあてを決めて進ん

で実践しようとする。

〔観察〕〔よさ発見カー

ド〕 

活

動

の

展

開 

35 

分 

２ 問題解決に向けて話し合う。 

 

３ 友人のよさを見つけたとき，

見つけてもらったときの気持

ちを発表する。 

 

４ どうすれば，みんなが気持よ

く生活できるかを考え，発表す

る。 

・グループで互いの意見を出し

合わせる。 

・積極的に自分の気持ちや考え

を発表させるとともに，友人

の意見を共感しながら聞くよ

う促す。 

・楽しい学校生活を送るために

互いに認め合うことの大切さ

を理解させる。 

学級活動

ノート 

よさ発見

カード 

 

 

学級活動

ノート 

 

活

動

の

ま

と

め 

10

分 

５ 自分のめあてを決め，発表す 

る。 

 

・本時の活動を通して気付いた

ことや考えたことなどを「振

り返りカード」に記入させる。 

振り返り

カード 

 

（３）事後の指導と生徒の活動 

日時 活動の内容 指導上の留意点 

目指す生徒の姿と 

評価方法 

９月○日（○） 

～○日(○) 

・友人のよさを見つける活動

は継続し，自分が決めため

あてを実践する。 

・引き続き，帰りの会等を通して，

よい気付きを積極的に取り上

げたり，掲示するなどして，生

徒が見ることができるよう工

夫したりして，活動への意欲を

高める。 

【思考・判断・実践】 

・友達のよさを見つける活動

を継続しながら，自分が決

めためあてを進んで実践

している。〔観察〕〔振り返

りカード〕 

 

学級活動(2),(3)の評価方法は？ 

 

学級活動「(2)適応と成長及び健康安全」及び「(3)学業と進路」では，主に個人の問題について，学級で

の活動を通して自分に合った解決方法等を考え，実践していくという活動の流れとなります。学級活動(2)

及び(3)の内容項目は，学級活動(1)と比べ多岐にわたっているほか，活動の形態や方法も話合いやパネルデ

ィスカッション，ロールプレイングなど様々なものが考えられます。題材にあった指導と評価の計画を作成

し，生徒一人一人のよさや可能性を積極的に評価できるようにしておくことが大切です。 
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【思考・判断・実践】 

自分に合った具体的なめあてになっているかを見取ります。 

(1) 評価の観点の重点化の例  

学級活動(2)においては，題材によって，事前，本時，事後の活動過程を通して，中心的に見取る評価

の観点を重点化することが考えられます。例えば「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」の指導で，

「学校内外における安全な生活」を取り扱う場合は危険を予測することについての【関心・意欲・態度】

に重点を置いたり，「飲酒，喫煙，薬物の害」などの予防的，発展的な内容については【知識・理解】に

重点を置いたりすることが考えられます。 

 (2) 学級活動(2)における評価方法の例 

本時の評価では生徒の話合いや発表の様子から積極的に自分の気持ちや考えを発表しているか，友人

の意見を共感しながら聞いているかを観察したり，「よさ発見カード」<資料③>の記載内容を参考にした

りして評価することが考えられます。 

事後の評価に当たっては，本時の学習を通して，自分で決めためあての実践の状況について，実践活

動後の振り返りカード<資料④>などを活用して，指導と評価の参考にすることができます。 

 

<資料③ よさ発見カード> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<資料④> 振り返りカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級全体の活動として，よさを見つけるた

びに，どんな場面だったのかを記録させま

す。帰りの会等で積極的に評価し，活動意

欲を高めます。 

本時で学習した内容についてど

う考え判断しているのかを見取

ります。この生徒の場合，「暖か

い気持ちになった」と記述して

いることから，みんなが気持ち

よく生活できることの大切さを

考えることができていると思わ

れます。【思考・判断・実践】の

評価は「十分満足できる活動の

状況」であると考えられます。 

実践に対する生徒の自己評価

や活動全体の振り返りの記述，

教師の観察などから自分に合

った具体的なめあてを実践で

きていると思われます。【思

考・判断・実践】の評価は「十

分満足できる活動の状況」であ

ると考えられます。 

実践に対する生徒の自己評価がよくない場合には，めあてやめあてに向けての取り組み

方について，適切な指導を行います。 
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中学校特別活動における学習評価の進め方Ｑ＆Ａ 

Ｑ 生徒会活動の評価はどのように行えばよいですか。 

 

Ａ 生徒会活動においては，一人一人のよさや可能性を積極的に評価できるように，「目指す生

徒の姿」を明確にして，全ての教師が共通理解をもって指導と評価に当たることが大切です。 

  生徒会活動では，教科のように１時間ごとに評価規準を作成して指導に当たることは現実

的ではないので，例えば，学期ごとのまとまりで作成したり，「地域清掃活動」などの重点的

な活動について評価規準を作成したりするとよいでしょう。 

 

 生徒会活動「地域清掃活動」の評価規準例 

 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

地域清掃活

動等の社会

参加 

地域清掃活動等の参加に

ついて，自主的に取り組

もうとしている。 

地域社会の一員であるという自

覚をもち，地域清掃活動の意義

について考え，判断し，実践し

ている。 

地域清掃活動を通して地域の

人々との交流し，社会への参

画の仕方について理解してい

る。 

 

 

Ｑ 学校行事の評価はどのように行えばよいですか。 

 

Ａ 学校行事においては，「儀式的行事」「文化的行事」「健康安全・体育的行事」「旅行・集団

宿泊的行事」「勤労生産・奉仕的行事」の５つの種類ごとに評価規準を設定して評価します。  

学校行事では，生徒の活動が学級や学年の枠を超えて行われるために，全ての生徒の活動を

把握することは困難であるため，学級担任以外の教師も評価する必要があります。特別活動

の評価資料集約用シート（資料①は随時記入していく例を提示している。）を準備し，学校の

実態に合わせ，生徒のよさや可能性，興味・関心，活動の様子などをその都度記録できるよ

うにします。 

 また，言語活動の充実を図る観点から，学校行事を通して気付いたことなどを振り返り，

まとめるなどの活動が充実できるように，学校行事カードなどを作成し，教師の評価の参考

にすることが考えられます。生徒の感想文などがある場合は，それらを評価の参考とするこ

とも考えられます。  

 資料① 評価資料集約シート> 

 

 

この手引きは，国立教育政策研究所で公開されている「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための

参考資料」（中学校）などを参考にして，作成しています。以下のＵＲＬをご参照ください。 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html 


